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『
古
事
記
』
受
容
一
齣

─
近
世
か
ら
近
代
へ
の
詩
歌
を
中
心
に

鈴
　
木
　
健
　
一

は
じ
め
に

　
近
世
の
文
学
に
対
し
て
、
過
去
の
時
代
の
文
学
で
最
も
規
範
と
し
て
作
用
し
た
の
は
、『
古
今
集
』『
源
氏
物
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
中

古
の
文
学
で
あ
っ
た
。
王
朝
的
な
み
や
び
が
反
復
さ
れ
る
過
程
に
、
俗
な
も
の
が
流
入
し
形
作
ら
れ
た
の
が
近
世
文
学
だ
っ
た
と
言
い
換

え
て
も
よ
い
だ
ろ
う）1
（

。

　
上
代
文
学
の
世
界
は
、
国
学
者
た
ち
に
と
っ
て
は
戻
る
べ
き
理
想
郷
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
近
世
全
体
を
考
え
る
と
や
は
り
限
定
的
に
し

か
力
を
及
ぼ
し
て
い
な
い）2
（

。
も
っ
と
も
、
そ
の
国
学
者
た
ち
の
和
歌
で
『
万
葉
集
』
が
尊
重
さ
れ
た
あ
り
か
た
は
、
そ
れ
ま
で
の
和
歌
史

と
比
較
し
て
み
た
場
合
、
よ
り
程
度
の
増
し
た
万
葉
摂
取
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
で
は
、『
万
葉
集
』
と
並
び
称
さ
れ
る
上
代
の
文
学
作
品
『
古
事
記
』
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か）3
（

。
本
稿
で
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

主
に
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
詩
歌
史
、
和
歌
史
と
の
関
連
か
ら
探
究
し
て
み
た
い
。
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一
、
近
世
に
お
け
る
『
古
事
記
』
受
容
の
概
略

　
ま
ず
、『
古
事
記
』
の
近
世
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
の
概
略
を
ま
と
め
て
お
く
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
の

存
在
は
大
き
く
、
そ
の
成
立
の
意
義
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
以
前
か
ら
『
古
事
記
』
受
容
は
少
し
ず
つ
で
は
あ
っ
て
も
な
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
な
年
表
を
提
示

し
て
お
こ
う
。
■
は
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
項
目
に
つ
い
て
付
し
た
。

寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）『
古
事
記
』
刊
。
■

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）　
　
度
会
延
佳
校
『
鼇
頭
古
事
記
』
刊
。
■

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）　
　
契
沖
『
厚
顔
抄
』
成
立
。

元
禄
十
年
　
　
　
　
　
　
　
谷
重
遠
問
・
渋
川
春
海
答
『
古
事
記
問
批
』
成
立
。

元
禄
十
三
年
　
　
　
　
　
　
中
臣
祐
字
述
・
中
臣
祐
用
記
『
古
事
記
聞
書
』
成
立
。

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
頃
荷
田
春
満
述
・
荷
田
信
章
記
『
古
事
記
箚
記
』
成
立
。

寛
延
元
～
三
年
（
一
七
四
八
～
五
〇
）
賀
茂
真
淵
述
・
谷
垣
守
記
『
古
事
記
聞
書
』
成
立
。

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）　
　
賀
茂
真
淵
『
古
事
記
頭
書
』
成
立
。
同
『
冠
辞
考
』
刊
。

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）　
　
賀
茂
真
淵
『
古
事
記
和
歌
略
註
』
成
立
。

明
和
六
年
　
　
　
　
　
　
　
賀
茂
真
淵
没
。

明
和
頃
　
　
　
　
　
　
　
　
田
安
宗
武
『
古
事
記
詳
説
』
成
立
。
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天
明
八
年
（
一
七
八
八
）　
　
林
諸
鳥
編
『
紀
記
歌
集
』
刊
。

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）　
　
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
初
帙
五
冊
（
巻
一
～
五
）
刊
。
■

寛
政
三
年
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
晩
得
『
古
事
記
布
倶
路
』
成
立
。

寛
政
六
年
　
　
　
　
　
　
　
小
野
高
潔
『
辨
古
事
記
伝
』
成
立
。

寛
政
十
年
　
　
　
　
　
　
　
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
完
成
。
■
『
古
事
記
頒
題
歌
集
』
成
立
。

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）　
　
本
居
宣
長
没
。

享
和
三
年
　
　
　
　
　
　
　
本
居
宣
長
訓
・
長
瀬
真
幸
校
『
訂
正
古
訓
古
事
記
』
刊
。
■

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）　
　
本
居
宣
長
訓
『
新
刻
古
事
記
』
刊
。

文
化
五
年
　
　
　
　
　
　
　
本
居
春
庭
『
古
事
記
伝
目
録
』
刊
。
富
士
谷
御
杖
『
古
事
記
燈
』
刊
。
■

文
化
十
一
年
　
　
　
　
　
　
小
野
高
潔
『
古
事
記
註
裏
書
』
成
立
。

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）　
　
本
居
大
平
『
古
事
記
伝
首
巻
』
刊
。

文
政
十
年
　
　
　
　
　
　
　
内
山
真
竜
『
古
事
記
謡
歌
註
』
成
立
。

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）　
　
野
口
直
道
『
古
事
記
伝
遺
考
』
成
立
。

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）　
　
茜
部
相
嘉
『
古
事
記
伝
追
継
考
附
録
』
成
立
。

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）　
　
佐
々
木
守
信
『
新
刻
古
事
記
正
文
』
刊
。
大
国
隆
正
述
・
福
羽
美
静
記
『
古
事
記
聞
書
』
成
立
。

　
こ
の
表
で
は
、『
古
事
記
』
の
こ
と
し
か
記
し
て
い
な
い
の
で
わ
か
り
に
く
い
が
、
留
意
す
べ
き
重
要
な
点
と
し
て
は
、『
古
事
記
伝
』

成
立
以
前
に
お
い
て
、『
古
事
記
』
は
『
日
本
書
紀
』
を
読
む
上
で
の
参
考
資
料
の
一
つ
と
し
て
し
か
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
『
日
本
書
紀
』
の
方
が
圧
倒
的
に
優
位
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
価
値
観
を
大
き
く
変
更
さ
せ
た
の
が
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『
古
事
記
伝
』
だ
っ
た
わ
け
だ
。
よ
り
純
粋
な
日
本
人
の
精
神
が
こ
の
書
に
あ
る
と
い
う
確
信
に
基
づ
い
て
、
宣
長
は
そ
れ
ま
で
の
訓
読

を
実
証
的
な
検
討
に
よ
っ
て
丁
寧
に
改
め
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
同
書
の
最
も
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
ろ
う
。

　
時
間
軸
に
即
し
て
言
い
換
え
て
み
る
と
、
十
八
世
紀
半
ば
ま
で
に
荷
田
春
満
や
賀
茂
真
淵
ら
国
学
の
先
達
た
ち
が
蒔
い
た
『
古
事
記
』

へ
の
着
目
と
い
う
種
を
、
十
八
世
紀
後
半
に
宣
長
が
大
樹
に
ま
で
育
て
上
げ
て
い
く
と
い
う
過
程
を
経
て
、
十
九
世
紀
以
降
は
『
古
事
記

伝
』
以
後
の
世
界
が
拓
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
川
柳

　
で
は
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
詩
歌
に
お
い
て
『
古
事
記
』
は
ど
う
詠
ま
れ
て
い
た
か
。
そ
の
受
容
の
中
心
は
や
は
り
国
学
者
の

和
歌
に
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
十
八
世
紀
に
隆
盛
期
を
迎
え
た
川
柳
の
世
界
か
ら
そ
の
様
相
を
遠
望
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
あ
ら
か
じ
め
見
通
し
を
述
べ
て
し
ま
え
ば
、
川
柳
作
者
た
ち
は
前
節
の
『
古
事
記
』
受
容
史
と
は
関
わ
り
な
く
、『
古
事
記
』
の
世
界

を
、
特
に
有
名
な
場
面
に
限
っ
て
、
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
事
柄
と
し
て
漠
然
と
認
知
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
原
文
を
読
ん
で

学
ん
で
い
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

　
二
例
を
挙
げ
て
、
検
討
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
有
名
な
も
の
と
し
て
、

神
代
に
も
だ
ま
す
工
面
は
酒
が
入い

り

　
　
　（
誹
風
柳
多
留
・
初
篇
、
明
和
二
年
〈
一
七
六
五
〉
刊
）

を
取
り
上
げ
た
い
。
凶
暴
な
行
い
に
よ
っ
て
高
天
原
を
追
放
さ
れ
た
素
戔
嗚
命
は
、
出
雲
国
で
八
岐
大
蛇
を
酒
に
酔
わ
せ
て
退
治
し
、
奇

稲
田
姫
を
救
っ
て
結
婚
し
た
と
い
う
、『
古
事
記
』
上
巻
に
見
え
る
場
面
を
詠
ん
で
い
る
。「
神
代
に
も
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
は
、
現
在
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で
も
酒
を
飲
ま
せ
て
人
を
だ
ま
す
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
、
と
い
う
口
吻
が
感
じ
ら

れ
よ
う
。

　
右
の
こ
と
は
、
特
に
『
古
事
記
』
の
本
文
か
ら
学
ば
な
く
て
も
、
共
通
理
解
と
し
て
世
間
に
知
ら
れ
た
事
柄
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。
あ

る
い
は
、
近
松
門
左
衛
門
の
『
日
本
振
袖
始
』（
享
保
三
年
〈
一
七
一
八
〉
上
演
）
に
あ
る
、
八
岐
大
蛇
を
討
つ
場
面
な
ど
も
そ
の
流
布

に
一
役
買
っ
て
い
た
ろ
う
。

　
右
の
句
に
関
連
す
る
、

宝
劔
は
お
ろ
ち
下
戸
な
ら
今
に
出
ず
　
　（
誹
風
柳
多
留
・
拾
遺
四
篇
）

も
、
大
蛇
の
体
内
か
ら
草
薙
の
剣
が
出
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
こ
と
も
取
り
立
て
て
『
古
事
記
』
本
文
の
精
読
と
は

関
わ
る
ま
い
。

　
も
う
一
例
を
、
挙
げ
て
お
く
。

八
雲
か
ら
次
第
に
晴
れ
る
和
歌
の
道
　
　（
誹
風
柳
多
留
・
六
十
篇
、
文
化
九
年
〈
一
八
一
二
〉
刊
）

こ
れ
は
、

八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
つ
ま
ご
み
に
八
重
垣
つ
く
る
そ
の
八
重
垣
を

と
い
う
、
や
は
り
『
古
事
記
』
上
巻
に
載
る
、
素
戔
嗚
命
が
詠
ん
だ
、
奇
稲
田
姫
を
妻
と
し
て
迎
え
る
時
の
歌
を
踏
ま
え
て
い
る）4
（

。
川
柳

で
は
、「
雲
」「
晴
れ
る
」
が
縁
語
に
な
り
、
こ
の
歌
か
ら
歌
道
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
詠
む
。
歌
道
は
「
八
雲
の
道
」
と
称
さ
れ
た
。

　
た
だ
し
、
こ
の
「
八
雲
立
つ
」
の
歌
は
す
で
に
『
古
今
集
』
序
に
も
引
か
れ
、
能
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
な
ど
、
き
わ
め
て
人
口
に

膾
炙
し
て
い
た
。
さ
き
ほ
ど
の
八
岐
大
蛇
の
退
治
と
同
じ
く
、
一
般
常
識
の
類
だ
っ
た
の
で
あ
り
、『
古
事
記
』
本
文
の
い
ち
い
ち
の
読

解
に
よ
ら
な
く
と
も
、
川
柳
作
者
た
ち
に
は
な
じ
み
の
話
柄
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



『
古
事
記
』
受
容
一
齣
（
鈴
木
）�

一
一
八

三
、
国
学
者
た
ち
の
和
歌

　
翻
っ
て
、
国
学
者
た
ち
の
和
歌
作
品
に
目
を
移
し
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
『
古
事
記
』
享
受
の
例
を
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、

こ
れ
ら
に
は
『
古
事
記
』
本
文
に
学
ん
だ
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
真
淵
に
学
び
歌
人
と
し
て
名
高
い
村
田
春
海
（
一
七
四
六
～
一
八
一
一
）
の
享
受
例
を
取
り
上
げ
て
み
る）5
（

。
春
海
の
家
集

『
琴
後
集
』（
文
化
十
年
〈
一
八
一
三
〉
刊
）
か
ら
三
首
を
引
用
し
た
い
。

　
　
　
　
本
居
宣
長
が
古
事
記
伝
書
は
て
て
、
竟
宴
の
歌
請
ひ
け
る
に
、
神か

み
な
ほ
び
の
か
み

直
日
神
を

　
1
禍ま

が

津つ

日ひ

の
あ
ら
び
あ
ら
せ
じ
と
神
直
日
神
の
霊み
た
まや

生あ

れ
ま
し
に
け
ん

　
　
　
　
幽
径
石

　
2
昔
た
れ
島
好
む
と
て
路
の
べ
に
千
引
の
石
は
引
き
残
し
け
ん

　
　
　
　
二
神
の
絵
に

　
3
千
万
の
世
に
も
動
か
じ
二
神
の
行
き
廻
ら
し
し
天
の
御
柱

　
1
は
、
寛
政
十
年
『
古
事
記
伝
』
終
業
慶
賀
の
際
に
詠
ま
れ
た
も
の
。
そ
も
そ
も
春
海
と
『
古
事
記
』
の
関
わ
り
を
辿
っ
て
み
る
と
、

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）、
十
九
歳
の
時
に
縣
居
の
会
で
読
み
、
寛
政
三
年
、
四
十
六
歳
の
時
に
も
『
古
事
記
』
会
読
に
参
加
し
て
い
る）6
（

。

ま
さ
に
、『
古
事
記
』
が
精
密
に
詠
ま
れ
て
い
く
過
程
が
彼
の
人
生
と
重
な
り
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
1
の
歌
の
、「
禍
津
日
」
は
、
伊
弉
諾
尊
が
筑
紫
の
日
向
の
橘
の
小
門
の
あ
わ
き
原
で
禊
を
し
た
時
、
黄
泉
の
国
の
穢
れ
を
す
す
い
で

成
っ
た
八
十
禍
津
日
神
と
大
禍
津
日
神
を
指
し
、「
神
直
日
神
」
は
、
そ
の
禍
事
を
直
す
た
め
に
成
っ
た
神
直
日
（
毘
）
神
を
指
す
。
い
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ず
れ
も
、『
古
事
記
』
上
巻
に
載
る
。
一
首
の
意
は
、
禍
津
日
神
に
乱
暴
な
振
る
舞
い
を
さ
せ
ま
い
と
し
て
、
神
直
日
神
は
お
生
ま
れ
に

な
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
。『
古
事
記
』
の
内
容
を
素
朴
に
詠
ん
だ
と
い
う
感
じ
が
す
る
。『（
古
事
記
伝
卒
業
賀
宴
）
古
事

記
頒
題
歌
集
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る）7
（

。

　
2
の
、「
千
引
の
石
」
は
、
伊
弉
冉
尊
が
追
っ
て
き
た
の
で
、
黄
泉
比
良
坂
を
塞
ぐ
た
め
に
伊
弉
諾
尊
が
置
い
た
、
千
人
が
力
を
合
わ

せ
て
よ
う
や
く
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
岩
の
こ
と
で
、
や
は
り
『
古
事
記
』
上
巻
に
見
え
る
。
も
っ
と
も
、『
万
葉
集
』
に
用
い
ら
れ
て

い
る
語
で
も
あ
り）8
（

、
い
ち
が
い
に
『
古
事
記
』
に
学
ん
だ
と
は
言
え
な
い
。

　
3
は
、『
古
事
記
』
冒
頭
に
述
べ
ら
れ
る
、
伊
弉
諾
尊
と
伊
弉
冉
尊
の
二
神
が
天
の
御
柱
を
め
ぐ
っ
て
出
会
い
、
国
生
み
を
行
っ
た
絵

を
見
て
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う）9
（

。
画
賛
で
あ
り
、
ま
た
あ
ま
り
に
有
名
な
話
柄
で
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
『
古
事
記
』
本
文
に
学
ん
だ

例
と
は
言
え
ま
い
。

　
そ
う
し
て
み
る
と
、『
古
事
記
伝
』
が
完
成
し
た
際
の
竟
宴
で
詠
ん
だ
1
歌
の
み
が
、
確
実
に
『
古
事
記
』
本
文
に
学
ん
だ
例
と
言
え

よ
う
。

　
国
学
者
全
体
を
見
渡
し
て
み
て
も
、『
古
事
記
』
に
基
づ
く
和
歌
は
け
っ
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
。『
古
事
記
』
の
こ
と
ば
や
内
容
は

優
美
さ
を
基
調
と
す
る
三
十
一
文
字
の
中
に
は
融
和
し
て
い
き
に
く
く
、
和
歌
を
詠
む
上
で
最
も
基
づ
く
べ
き
は
上
代
文
学
で
は
や
は
り

『
万
葉
集
』
な
の
で
あ
る
。
詩
歌
同
士
と
い
う
共
通
性
は
重
か
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
は
、
も
う
一
例
、
幕
末
の
橘
曙
覧
の
例
を
挙
げ
て
お
く
。『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』（
明
治
十
一
年
〈
一
八
七
八
〉
刊
）
第
三
集
春

明
艸
の
巻
頭
歌
で
あ
る
。

　
　
　
　
正
月
つ
い
た
ち
の
日
、
古
事
記
を
と
り
て

　
　
春
に
あ
け
て
先
看
る
書
も
天
地
の
始
の
時
と
読
い
づ
る
か
な
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古
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一
齣
（
鈴
木
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一
二
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春
が
訪
れ
て
、
ま
ず
開
い
て
み
る
『
古
事
記
』
に
よ
っ
て
も
天
地
創
世
の
時
と
読
み
出
す
こ
と
だ
、
と
の
意
。「
あ
け
て
」
に
は
、
年

が
明
け
て
春
に
な
る
こ
と
と
、
書
物
を
開
く
こ
と
が
掛
か
る）₁₀
（

。『
古
事
記
』
が
「
天
地
初
め
て
発
れ
し
時
に
、
高
天
原
に
成
り
し
神
の
名

は
、
天
之
御
中
主
神
」
と
始
ま
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。
曙
覧
は
本
居
派
の
国
学
を
学
ん
で
お
り
、
こ
こ
で
の
「
古
事
記
」
と
は
、

『
古
事
記
伝
』
か
、
あ
る
い
は
宣
長
の
訓
が
施
さ
れ
た
『
訂
正
古
訓
古
事
記
』『
新
刻
古
事
記
』
だ
ろ
う
か
。

四
、
久
延
毘
古

　
こ
こ
か
ら
二
節
は
、『
古
事
記
』
の
中
の
こ
と
ば
を
取
り
上
げ
て
、
詩
歌
に
お
け
る
受
容
と
し
て
成
功
し
て
い
る
例
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
一
つ
目
は
、「
久
延
毘
古
」
で
あ
る
。
こ
の
神
は
、
大
国
主
神
の
国
作
り
の
場
面
で
登
場
し
、
案
山
子
で
、
歩
行
で
き
な
い
も
の
の
、

天
下
の
こ
と
は
な
ん
で
も
知
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。『
古
事
記
』
上
巻
の
、
少
名
毘
古
那
神
の
名
を
言
い
当
て
た
あ
と
の
と
こ
ろ
で
、

　
　
所
謂
る
久
延
毘
古
は
、
今
に
は
山
田
の
そ
ほ
ど
ぞ
。
此
の
神
は
足
は
行
か
ね
ど
も
、
尽
く
天
の
下
の
事
を
知
れ
る
神
ぞ
。

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
古
事
記
伝
』
で
は
、「
よ
と
と
も
に
雨
露
に
う
た
れ
、
風
に
吹
破
ら
れ
な
ど
し
て
、
身
体
の
壊
れ
傷
は
れ

た
る
意
に
も
や
あ
ら
む
、
久ク

豆ヅ

礼レ

を
久ク

延エ

と
云
は
古
言
な
り
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
神
の
名
は
、
ま
ず
本
居
大
平
編
の
歌
集
『
八
十
浦
之
玉
』（
文
政
五
年
〈
一
八
二
二
〉
刊
）
所
収
の
作
品
の
中
で
次
の
よ
う
に
用

い
ら
れ
る）₁₁
（

。

　
　
久
延
毘
古
の
神
を
よ
み
奉
る
う
た
　
　
　
　
藤
原
正
屋
　
出
羽
秋
田
郡
寺
内
村
鎌
田
何
が
し

大
名
持
　
神
の
命
は
　
八
十
神
の
　
あ
ら
ぶ
る
神
を
　
と
な
み
は
る
　
坂
の
み
を
ら
に
　
お
ひ
ふ
さ
へ
　
せ
め
こ
と
む
け
　
稲
む
し
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古
事
記
』
受
容
一
齣
（
鈴
木
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一
二
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ろ
　
川
の
瀬
ご
と
に
　
お
ひ
は
ら
ひ
　
は
ら
ひ
清
め
て
　
天
の
下
　
つ
く
り
た
ま
へ
る
　
そ
の
時
に
　
み
ち
か
ら
そ
へ
て
　
つ
く
ら

し
し
　
少
名
毘
古
那
の
　
大
神
を
　
あ
ら
は
し
ま
し
し
　
久
延
毘
古
の
　
く
す
し
き
神
を
　
①
う
つ
そ
み
の
　
世
の
人
み
な
は
　
神

と
し
も
　
思
ひ
も
し
ら
ず
　
里
遠
み
　
も
る
人
も
な
き
　
小
山
田
の
　
山
田
に
た
て
る
　
物
と
の
み
　
見
る
ぞ
う
れ
た
き
　
そ
の
形

を
　
見
れ
ば
尊
し
　
②
此
神
は
　
あ
し
は
ゆ
か
ね
ど
　
天
の
下
　
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
　
し
り
ま
し
て
　
神
と
も
神
と
　
神
世
よ
り
　

い
ひ
ぞ
伝
へ
し
　
み
に
よ
そ
ひ
　
け
せ
る
衣
も
　
い
た
だ
か
ず
　
笠
も
や
ぶ
れ
て
　
六
月
の
　
あ
つ
く
て
る
日
も
　
秋
の
夜
の
　
さ

む
け
き
よ
ら
も
　
お
こ
た
ら
ず
　
よ
る
ひ
る
と
は
に
　
た
な
つ
も
の
　
ま
も
ら
ひ
ま
す
と
　
人
は
し
ら
ず
や

山
田
も
る
曾
富
騰
を
見
れ
ば
大
穴
牟
遅
少
名
毘
古
那
の
神
世
し
思
ほ
ゆ

　
傍
線
①
で
は
、
今
の
世
の
人
は
案
山
子
を
神
と
も
思
わ
ず
敬
意
を
払
わ
な
い
が
、
じ
つ
は
久
延
毘
古
と
い
う
尊
い
神
な
の
だ
と
詠
む
。

②
で
は
、『
古
事
記
』
本
文
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
詠
み
込
ま
れ
る
。
な
お
、「
け
せ
る
」
の
「
け
せ
」
は
、「
着
る
」
の
尊
敬
語
「
け
す
」
の

已
然
形
。『
古
事
記
』
に
見
ら
れ
る
。「
た
な
つ
も
の
」
は
、
稲
。『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に
出
て
く
る
こ
と
ば
で
あ
る
。

　
反
歌
は
、
山
田
の
番
を
す
る
案
山
子
を
見
て
い
る
と
、
大
穴
牟
遅
命
（
大
国
主
神
）
や
少
名
毘
古
那
神
が
い
ら
し
た
神
様
の
時
代
が
自

然
と
思
わ
れ
て
く
る
こ
と
だ
、
の
意
。

　
長
歌
で
は
「
久
延
毘
古
」
と
あ
る
の
が
、
反
歌
で
は
「
山
田
も
る
曾
富
騰
」
と
あ
る
。
さ
き
ほ
ど
引
用
し
た
よ
う
に
、『
古
事
記
』
に

「
久
延
毘
古
は
、
今
に
は
山
田
の
そ
ほ
ど
」
と
あ
り
、
ど
ち
ら
も
『
古
事
記
』
の
こ
と
ば
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
の
だ
が
、

「
山
田
の
そ
ほ
づ
」
は
、『
古
今
集
』
に
、

あ
し
ひ
き
の
山
田
の
そ
ほ
づ
お
の
れ
さ
へ
我
を
欲
し
と
い
ふ
う
れ
は
し
き
こ
と�

（
雑
躰
・
読
人
不
知
）

と
あ
っ
て
、
古
今
語
と
し
て
も
認
知
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
分
、
こ
ち
ら
の
方
が
み
や
び
な
感
じ
が
強
い
の
で
あ
る
。
逆
に
言
う
と
、「
山

田
の
そ
ほ
づ
」
を
用
い
る
と
、
古
今
的
世
界
に
絡
め
と
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、『
古
事
記
』
に
の
み
あ
る
「
久
延
毘
古
」
を
用
い
る
こ
と
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齣
（
鈴
木
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で
、
古
今
的
世
界
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
た
と
も
言
え
よ
う
。
あ
る
い
は
、
長
歌
で
は
「
久
延
毘
古
」
を
用
い
て
も
反
歌
で
は
「
山
田
の

そ
ほ
づ
」
を
用
い
る
の
は
、
長
歌
の
方
が
よ
り
上
代
的
で
あ
る
と
い
う
感
覚
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、「
久
延
毘
古
」
は
、
寛
永
二
十
一
年
刊
『
古
事
記
』、
貞
享
四
年
刊
『
鼇
頭
古
事
記
』、
享
和
三
年
刊
『
訂
正
古
訓
古
事
記
』、
い

ず
れ
で
も
「
久
延
毘
古
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　
他
に
も
、「
久
延
毘
古
」
の
詩
歌
に
お
け
る
用
例
と
し
て
、『
古
事
記
頒
題
歌
集
』
に
載
る
、

　
　
　
　
久
延
毘
古
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
蔵
種
麻
呂

　
　
久
延
毘
古
の
ま
さ
ず
あ
り
せ
ば
と
こ
世
よ
り
来
ま
せ
る
神
を
誰
か
し
る
べ
き

　
　
　
　
も
あ
る
。

　
ま
た
、
音
韻
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
山
梨
稲
川
（
一
七
七
一
～
一
八
二
六
）
の
詩
に
、

　
　
案
山
子

笠
破
簑
残
貌
漸
虚
　
　
笠
破
れ
　
簑
残
り
　
貌
　
漸
く
虚
ろ
な
り

秋
風
独
立
護
新
畬
　
　
秋
風
に
　
独
り
立
ち
　
新
畬
を
護
る

誰
知
当
日
久
延
彦
　
　
誰
か
知
ら
ん
　
当
日
の
久
延
彦

多
識
能
談
天
地
初
　
　
多
く
識
り
　
能
く
談
ず
　
天
地
の
初
め

　
　
久
延
彦
は
神
名
。
古
事
記
に
見
ゆ
。
足
、
行
か
ず
し
て
、
悉
く
天
地
四
方
古
今
の
事
を
識
る
。

　
　
即
ち
案
山
子
の
霊
な
り
と
云
ふ
。�

（
稲
川
詩
草
、
文
政
四
年
〈
一
八
二
一
〉
刊
）

と
あ
る
。
起
・
承
句
で
は
案
山
子
そ
の
も
の
に
つ
い
て
詠
み
、
転
・
結
句
で
は
そ
れ
は
神
な
の
で
あ
る
と
詠
ん
で
お
り
、『
八
十
浦
之
玉
』

に
お
け
る
和
歌
と
内
容
的
に
は
似
て
い
よ
う
。
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幕
末
に
も
、

　
　
幸
遇
太
平
代

く
え
彦
が
と
る
や
真
弓
の
つ
る
く
ち
て
鳥
も
さ
わ
が
ぬ
君
が
御
代
か
な
　
光
徳�

（
類
題
春
草
集
、
文
久
二
年
〈
一
八
六
二
〉
刊）₁₂
（

）

と
い
う
用
例
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
だ
け
が
「
久
延
毘
古
」
と
い
う
歌
こ
と
ば
の
展
開
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
初
期
に
な
る
と
新
題
和
歌
が
詠
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
こ
で
新
聞
紙
（
誌
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
、「
久
延
毘
古
」
が
詠
み
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ら
を
以
下
に
引
用
す
る
。

　
　
新
聞
紙

天
の
し
た
あ
り
の
こ
と
〴
〵
し
ら
れ
け
り
こ
や
久
延
毘
古
の
か
み
の
一
ひ
ら
　
本
居
豊
穎

朝
ご
と
に
と
り
み
る
ふ
み
や
久
延
毘
古
の
神
の
み
た
ま
の
伝
な
る
ら
む
　
　
　
飯
田
年
平�（
開
化
新
題
歌
集
初
篇
、
明
治
十
一
年
刊）₁₃
（

）

　
　
新
聞
誌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
忠
秋

久
延
比
古
の
神
の
昔
は
し
ら
ね
ど
も
世
に
隠
れ
た
る
こ
と
な
か
り
け
り�

（
京
華
新
誌
、
明
治
十
二
年
刊）₁₄
（

）

　
い
ず
れ
も
、
天
下
の
出
来
事
を
知
悉
し
て
い
る
神
と
い
う
こ
と
が
、
新
聞
と
い
う
新
し
い
情
報
伝
達
の
あ
り
か
た
を
表
す
際
に
比
喩
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
特
に
本
居
豊
穎
の
歌
は
、
調
子
が
よ
く
、
か
つ
ほ
の
か
な
お
か
し
み
が
あ
り
、
な
か
な
か
い
い
出
来
だ
と
思
う
。
ち
な
み
に
、「
あ
り

の
こ
と
〴
〵
」
は
、『
万
葉
集
』
巻
五
の
山
上
憶
良
「
貧
窮
問
答
の
歌
」
中
に
あ
る
表
現
。
あ
り
っ
た
け
の
と
い
う
こ
と
。「
か
み
」
に

「
久
延
毘
古
の
神
」「
紙
の
一
ひ
ら
」
が
掛
か
る
。
一
首
の
意
は
、
こ
の
世
の
中
に
起
こ
っ
た
あ
り
っ
た
け
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
が
ま
あ
、
あ
の
天
下
の
出
来
事
を
す
べ
て
ご
存
知
の
久
延
毘
古
の
神
が
お
書
き
に
な
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
、
一
枚
の
紙
で
で
き
て
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い
る
す
ば
ら
し
い
新
聞
紙
な
の
だ
な
あ
。

　
な
お
、『
新
躰
詩
謌
自
在
』（
博
文
館
、
一
八
九
八
年
）
の
「
新
聞
紙
」
の
項
目
に
も
、「
げ
に
久
延
比
古
の
神
な
ら
む
、
ゐ
な
が
ら
に

し
て
天
の
下
あ
り
の
こ
と
〴
〵
知
ら
す
ふ
み
」
と
い
う
解
説
が
載
り
、
当
時
の
通
念
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
豊
穎
ら
の
歌
々
に
接
す
る
と
、
和
歌
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
ば
と
し
て
近
世
中
期
に
登
場
し
た
『
古
事
記
』
の
「
久
延
毘
古
」
と
い

う
こ
と
ば
が
、
む
し
ろ
明
治
初
期
の
新
題
和
歌
に
至
っ
て
、
歌
こ
と
ば
と
し
て
の
成
熟
を
見
せ
て
い
る
、
そ
の
よ
う
に
、
私
に
は
感
じ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
の
意
味
を
、
次
の
よ
う
に
ひ
と
ま
ず
考
え
て
み
た
い
。

　
近
世
中
期
に
は
み
や
び
の
美
意
識
は
疲
弊
し
つ
つ
も
ま
だ
力
を
保
っ
て
い
た
。
一
方
、
上
代
語
は
勢
力
を
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、

『
古
事
記
』
に
お
け
る
こ
と
ば
は
、
ま
だ
詩
歌
の
こ
と
ば
と
し
て
の
成
熟
度
が
低
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
幕
末
・
明
治
初
期
に
至
っ
て
さ
ら

に
み
や
び
が
疲
弊
し
て
く
る
こ
と
で
、『
古
事
記
』
の
こ
と
ば
も
詩
歌
に
な
じ
み
や
す
い
状
況
が
生
じ
て
き
た
。
こ
こ
に
、
近
世
後
期
の

和
歌
と
近
代
初
期
の
和
歌
が
接
続
す
る
一
つ
の
幸
福
な
あ
り
か
た
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
、
と
。

　
こ
と
ば
の
問
題
に
即
し
て
、
以
上
を
捉
え
て
み
る
と
、
口
語
調
が
強
ま
っ
て
く
る
と
、『
古
事
記
』
の
こ
と
ば
が
和
歌
世
界
に
も
合
致

し
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

五
、
天
の
鳥
船

　
つ
づ
い
て
、「
天
の
鳥
船
」
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　「
天
の
鳥
船
」
は
、『
古
事
記
』
上
巻
の
中
で
、
伊
弉
諾
尊
と
伊
弉
冉
尊
に
よ
る
国
生
み
の
場
面
と
、
建
御
雷
神
が
葦
原
中
国
へ
派
遣
さ



『
古
事
記
』
受
容
一
齣
（
鈴
木
）�

一
二
五

れ
る
場
面
に
見
ら
れ
る
。
各
々
を
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。

　
・
次
に
生
み
し
神
の
名
は
、
鳥
之
石
楠
船
神
。
亦
の
名
は
、
天
鳥
船
と
謂
ふ
。

　
・
天
鳥
船
神
を
建
御
雷
神
に
副
へ
て
遣
し
き
。

『
古
事
記
伝
』
に
「
鳥
と
は
行
こ
と
の
疾ハ

ヤ

き
を
か
た
ど
り
て
云
」
と
あ
る
よ
う
に
、
船
足
の
速
い
船
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
寛
永
二
十

一
年
刊
『
古
事
記
』
に
は
「
天
鳥
舩
」、
貞
享
四
年
刊
『
鼇
頭
古
事
記
』
に
は
「
天ア

マ

鳥
舩
」、
享
和
三
年
刊
『
訂
正
古
訓
古
事
記
』
に
は

「
天ア

メ

鳥
船
」
と
あ
り
、「
天
」
の
訓
が
異
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
賀
茂
真
淵
の
『
仮
名
書
古
事
記
』
で
は
「
あ
め
の
と
り
ぶ
ね
」
と
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
ば
が
、
さ
き
ほ
ど
も
引
用
し
た
『
開
化
新
題
歌
集
』
初
編
に
載
る
歌
の
中
に
も
登
場
し
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
弁
玉
の
歌
に
、

　
　
汽
車

翅
え
て
雲
路
を
か
け
る
こ
ゝ
ち
せ
り
こ
や
今
の
世
の
天
の
鳥
舟

と
い
う
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る）₁₅
（

。
弁
玉
は
、
幕
末
・
明
治
を
生
き
た
歌
人
で
、
浄
土
宗
の
僧
侶
で
も
あ
っ
た
。
家
集
に
『

々
室
集
』
が
あ
る
。

　
一
首
は
、
翼
を
得
て
雲
中
の
道
を
駆
け
抜
け
る
よ
う
な
気
持
ち
が
し
て
く
る
、
こ
れ
が
ま
あ
現
代
に
蘇
っ
た
天
の
鳥
船
と
言
う
べ
き
も

の
な
の
で
あ
る
、
の
意
。
こ
れ
ま
で
に
比
べ
て
格
段
に
速
く
走
る
汽
車
と
い
う
新
た
な
事
物
を
形
容
す
る
の
に
、『
古
事
記
』
神
話
の
乗

り
物
を
比
喩
と
し
て
用
い
て
い
る
わ
け
だ
。
強
烈
な
西
洋
体
験
を
こ
と
ば
に
す
る
の
に
は
、
む
し
ろ
最
も
原
始
的
で
根
源
的
な
も
の
の
力

を
借
り
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
し
、
さ
き
ほ
ど
「
久
延
毘
古
」
の
と
こ
ろ
で
和
歌
史
的
な
見
取
り
図
に
よ
っ
て
指
摘
し
た
よ
う

に
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
詩
歌
と
『
古
事
記
』
の
親
和
性
を
逆
に
感
じ
さ
せ
も
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、『
現
代
短
歌
分
類
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
の
ち
さ
ら
に
時
を
経
て
成
っ
た
、「
天
の
鳥
船
」
を
詠
み
込
ん
だ
近
代
短
歌
を

二
首
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。



『
古
事
記
』
受
容
一
齣
（
鈴
木
）�

一
二
六

香
港
の
燃
ゆ
る
け
む
り
を
下
に
見
て
と
ぶ
飛
行
機
や
天
の
鳥
船
　
半
田
良
平
　（
一
八
八
七
～
一
九
四
五
）

わ
が
の
る
や
天
の
鳥
船
海
境
の
空
拍
つ
波
に
の
り
て
あ
が
れ
り
　
釈
迢
空
　（
一
八
八
七
～
一
九
五
三
）

　
右
の
二
人
の
場
合
は
、
弁
玉
が
汽
車
に
見
立
て
た
の
に
対
し
て
、「
天
の
鳥
船
」
を
飛
行
機
に
見
立
て
て
い
る
点
が
異
な
る
。
釈
迢
空

の
方
は
、
は
っ
き
り
飛
行
機
と
明
示
し
て
い
な
い
も
の
の
、「
空
拍
つ
波
」「
あ
が
れ
り
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
か
ら
飛
行
機
に
乗
っ
て
い
る

の
は
間
違
い
な
い
。
半
田
良
平
の
方
が
当
代
の
光
景
の
中
に
「
天
の
鳥
船
」
を
幻
視
し
て
い
る
と
い
っ
た
趣
で
あ
る
の
に
、
釈
迢
空
の
方

は
む
し
ろ
当
代
と
神
話
的
な
空
間
と
が
混
然
一
体
に
な
っ
て
お
り
、
神
秘
的
な
印
象
を
受
け
る
。

六
、
近
代
短
歌
へ

　
こ
こ
ま
で
、
近
世
、
そ
し
て
明
治
初
期
へ
と
い
う
よ
う
に
視
点
を
少
し
ず
つ
移
し
な
が
ら
論
述
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
補
助
線
を
後
ろ

の
時
代
ま
で
引
い
て
み
た
い
と
思
う
。

　
正
岡
子
規
の
『
歌
話
』
に
は
、

歌
を
作
る
に
は
新
し
き
言
葉
を
用
う
べ
か
ら
ず
、
さ
り
と
て
古
事
記
万
葉
の
如
き
余
り
古
き
言
葉
も
宜
し
か
ら
ず
、
趣
向
は
新
し
き

事
を
い
ふ
べ
か
ら
ず
、
珍
し
き
物
の
名
な
ど
を
入
る
ゝ
は
宜
し
か
ら
ず
、
と
教
ふ
。
こ
れ
人
に
古
歌
を
剽
竊
せ
よ
と
教
ふ
る
な
り
。

と
あ
り
、『
古
事
記
』
の
こ
と
ば
を
歌
に
詠
み
入
れ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
な
い
。

　
子
規
の
『
竹
乃
里
歌
』
の
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
の
条
に
は
、「
日
本
の
国
を
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
連
作
が
載
る
。

千
は
や
ぶ
る
神
の
御
代
よ
り
日
の
御
子
の
い
や
つ
ぎ
〳
〵
に
し
ろ
し
め
す
国

深
山
に
は
山
の
幸
あ
れ
海
辺
に
は
海
の
幸
あ
れ
と
守
り
ま
す
神



『
古
事
記
』
受
容
一
齣
（
鈴
木
）�

一
二
七

た
ひ
ら
か
に
緑
し
き
た
る
海
の
上
に
桜
花
咲
く
八
つ
の
島
山

こ
と
さ
へ
く
と
つ
国
人
の
め
づ
る
て
ふ
椿
の
花
の
さ
は
に
咲
く
国

豊
葦
原
の
瑞
穂
の
国
と
天
の
神
が
の
り
た
ま
ひ
た
る
国
は
此
国

　
全
体
に
上
代
語
が
用
い
ら
れ
て
、
国
の
起
源
を
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
を
称
揚
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
見
て
取
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ

の
う
ち
二
首
目
は
『
古
事
記
』
上
巻
の
海
佐
知
毘
古
と
山
佐
知
毘
古
の
話
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
ま
た
五
首
目
の
「
豊
葦
原
の
瑞
穂
の

国
」
も
、『
古
事
記
』
上
巻
で
、
天
照
大
御
神
の
こ
と
ば
「
豊
葦
原
千
秋
長
五
百
秋
水
穂
国
」
を
摂
取
し
て
い
る
。

　
斎
藤
茂
吉
に
も
、『
古
事
記
』
を
意
識
し
た
歌
々
が
あ
る
。『
の
ぼ
り
路
』（
昭
和
十
八
年
〈
一
九
四
三
〉
刊
）
に
お
け
る
、「
高
千
穂

峰
」
と
題
す
る
昭
和
十
四
年
の
連
作
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
抜
い
て
み
る
。

　
　
天
孫
瓊
瓊
杵
尊
の
御
陵
に
し
て
鹿
児
島
県
川
内
市
大
字
宮
内
に
あ
り

天す
め

孫み
ま

の
み
さ
さ
ぎ
の
う
へ
に
年
ふ
れ
る
樟く
す

の
太ふ
と

樹き

の
か
げ
に
わ
が
立
つ

　
　
彦
火
火
出
見
尊
の
御
陵
に
て
鹿
児
島
県
姶
良
郡
溝
辺
村
大
字
麓
字
菅
の
口
に
あ
り
。

　
　
古
事
記
上
巻
云
、「
御
陵
者
即
在
二

其
高
千
穂
山
之
西
一

也
」
云
々

ひ
む
が
し
の
空
に
あ
き
ら
け
き
高
千
穂
の
峰
に
直た

だ

向む
か

ふ
み
さ
さ
ぎ
ぞ
こ
れ

　
　
鹿
児
島
神
宮
・
石
体
神
社

天
孫
の
神
の
み
ま
へ
に
ひ
れ
ふ
し
て
豊と

よ

酒き

を
飲
み
ぬ
あ
は
れ
甘あ
ま

酒き

を

　
　
霧
島
林
田
温
泉

大
き
な
る
こ
の
し
づ
け
さ
や
高
千
穂
の
峰
の
統す

べ
た
る
あ
ま
つ
ゆ
ふ
ぐ
れ

　
古
代
神
話
の
力
を
か
り
て
、
日
本
の
す
ば
ら
し
さ
を
堂
々
と
歌
い
上
げ
る
と
い
っ
た
趣
で
あ
ろ
う
か
。



『
古
事
記
』
受
容
一
齣
（
鈴
木
）�

一
二
八

　
塚
本
邦
雄
氏
は
、「
万
葉
の
言
霊
と
は
ま
た
い
さ
さ
か
ず
れ
た
次
元
で
、
更
に
昂
ぶ
り
、
悲
愴
感
に
駈
り
立
て
ら
れ
た
や
う
な
詠
風
が
、

『
寒
雲
』
の
聖
戦
謳
歌
調
作
品
の
現
は
れ
る
頃
か
ら
、
折
に
ふ
れ
て
露
頭
し
、
こ
の
『
高
千
穂
峰
』
の
大
連
作
で
、
堰
を
切
つ
た
と
で
も

言
ふ
べ
き
か
」
と
指
摘
す
る）₁₆
（

。
開
戦
前
夜
に
、
昂
揚
感
の
伴
う
皇
国
史
観
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
た
作
品
群
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
う

い
っ
た
歴
史
的
背
景
を
と
り
あ
え
ず
脇
に
置
い
て
み
て
（
も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
な
ら
）、
こ
の
歌
を
見
た
場
合
、『
古
事
記
』
の

持
つ
根
源
的
な
性
格
を
反
映
し
て
、
歌
の
表
現
に
力
強
さ
が
加
わ
っ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
な
お
、
こ
の
茂
吉
歌
に
つ
い
て
は
、
次
の
八
田
知
紀
の
歌
々
が
、
そ
の
先
蹤
と
し
て
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　
高
千
穂
に
物
し
け
る
時

大
空
の
み
は
し
と
な
り
て
皇
神
に
仕
へ
ま
つ
り
し
山
に
や
は
あ
ら
ぬ

　
　
又
か
し
こ
け
れ
ど
磐
余
彦
尊
の
御
う
へ
を
よ
め
る
旋
頭
歌

高
千
穂
の
此
の
み
づ
山
の
真
木
の
一
も
と
万
代
の
我
が
日
の
本
の
大
宮
柱

　
　
裾
野
を
わ
け
て
帰
り
く
る
ほ
ど

高
千
穂
の
す
ゞ
の
し
の
原
う
ち
さ
や
ぎ
な
び
く
と
見
れ
ば
霙
降
る
な
り�

（
し
の
ぶ
ぐ
さ
、
安
政
二
年
〈
一
八
五
五
〉
刊
）

茂
吉
の
こ
う
い
っ
た
昂
揚
感
溢
れ
る
歌
の
成
立
に
つ
い
て
も
、
彼
の
個
性
や
近
代
短
歌
の
成
熟
や
ま
た
時
局
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

幕
末
の
動
乱
と
と
も
に
湧
き
出
し
て
来
た
口
語
調
の
強
い
口
吻
の
歌
か
ら
の
長
い
補
助
線
が
想
定
さ
れ
て
よ
い
。

お
わ
り
に

　『
万
葉
集
』
と
『
古
事
記
』
を
比
較
し
て
み
た
時
、
前
者
の
方
が
和
歌
史
に
与
え
た
影
響
は
は
る
か
に
大
き
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
和



『
古
事
記
』
受
容
一
齣
（
鈴
木
）�

一
二
九

歌
史
の
流
れ
の
中
で
、
近
世
か
ら
近
代
へ
と
移
り
変
わ
る
結
節
点
に
着
目
し
て
み
る
と
、『
古
事
記
』
の
受
容
の
特
質
─
よ
り
硬
質
な
散

文
の
こ
と
ば
が
、
み
や
び
な
枠
組
み
の
弛
緩
に
応
じ
て
、
む
し
ろ
歌
こ
と
ば
と
し
て
な
じ
ん
で
く
る
─
も
連
動
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）　
拙
著
『
江
戸
古
典
学
の
論
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）

（
2
）　
拙
著
『
江
戸
詩
歌
史
の
構
想
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）、
注
（
1
）
拙
著
。

（
3
）　
こ
の
問
題
意
識
は
、
そ
も
そ
も
は
二
〇
一
二
年
が
『
古
事
記
』
成
立
一
三
〇
〇
年
の
記
念
の
年
に
当
た
る
た
め
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（「『
古
事
記
』
は
い
か
に
し
て
古
典
（
カ
ノ
ン
）
に
な
っ
た
か
─
『
古
事
記
伝
』
を
軸
と
し
て
」、
二
〇
一
二
年
八
月
二
十
五
日
、
於
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
）
の
報
告
者
と
し
て
意
見
を
提
示
す
る
必
要
上
、
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
）　
比
企
蝉
人
『
川
柳
と
和
歌
』（
太
平
書
屋
、
一
九
八
八
年
）

（
5
）　
和
歌
文
学
大
系
第
七
十
二
巻
『
琴
後
集
』（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
九
年
、
田
中
康
二
）
を
参
考
に
し
た
。

（
6
）　
田
中
康
二
『
村
田
春
海
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
7
）　
こ
の
『
古
事
記
頒
題
歌
集
』
に
は
、「
高
御
産
巣
日
神
」
以
下
、『
古
事
記
』
に
ち
な
む
さ
ま
ざ
ま
な
題
の
歌
三
一
五
首
が
収
め
ら
れ
、
本
居
宣

長
・
太
平
・
春
庭
、
栗
田
土
満
、
橘
千
蔭
ら
の
歌
々
が
入
集
す
る
。
な
お
、
こ
の
春
海
の
歌
は
、『
詠
史
歌
集
』（
嘉
永
六
年
〈
一
八
五
三
〉
刊
）
に

も
載
る
。

（
8
）　「
わ
が
恋
は
千
引
の
石
を
七
ば
か
り
首
に
懸
け
む
も
神
の
ま
に
ま
に
」（
万
葉
集
・
四
・
大
伴
家
持
）。
田
中
康
二
「
村
田
春
海
に
お
け
る
和
歌
と

漢
詩
」（
解
釈
と
鑑
賞
、
二
〇
〇
九
年
三
月
。『
江
戸
派
の
研
究
』
汲
古
書
院
刊
に
も
所
収
）。

（
9
）　
田
代
一
葉
「
村
田
春
海
の
画
賛
」（
国
文
目
白
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）

（
10
）　
和
歌
文
学
大
系
第
七
十
四
巻
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
他
』（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年
、
久
保
田
啓
一
他
）
を
参
考
に
し
た
。

（
11
）　
同
書
に
収
録
さ
れ
た
遠
藤
春
足
「
野
呂
介
石
翁
の
山
水
の
画
を
見
め
で
て
」
と
い
う
長
歌
の
中
で
も
、「
石
上
　
古
事
記
に
　
久
延
彦
は
　
足
あ



『
古
事
記
』
受
容
一
齣
（
鈴
木
）�

一
三
〇

り
か
ず
て
　
天
の
下
　
所
有
事
を
　
こ
と
ご
と
に
　
し
ら
せ
る
神
と
　
そ
の
書
に
　
つ
た
へ
て
は
あ
れ
ど
（
下
略
）」
と
あ
る
。

（
12
）　
拙
著
『
近
世
堂
上
歌
壇
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
。
増
訂
版
、
二
〇
〇
九
年
）

（
13
）　『
文
学
』
二
〇
〇
八
年
七
、
八
月
号
・
特
集
「
詩
歌
の
近
代
」
に
お
け
る
座
談
会
で
小
林
幸
夫
氏
が
豊
穎
の
歌
を
引
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
久

延
毘
古
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

（
14
）　
和
歌
文
学
会
大
会
（
龍
谷
大
学
、
二
〇
一
一
年
十
月
）
に
お
け
る
田
中
仁
氏
の
口
頭
発
表
「
渡
忠
秋
の
経
歴
と
和
歌
─
明
治
期
の
活
動
を
中
心
に

─
」
に
よ
る
。

（
15
）　
田
中
仁
「
新
奇
を
描
く
幕
末
・
明
治
長
歌
─
弁
玉
の
汽
車
詠
長
歌
を
中
心
に
」（
文
学
、
二
〇
一
一
年
三
月
。『
江
戸
の
長
歌
』
森
話
社
刊
に
も
所

収
）。「『
古
事
記
』
中
、
雷
と
の
関
わ
り
が
深
い
建
御
雷
神
の
神
話
に
登
場
す
る
な
ど
、
古
来
、
雷
神
は
こ
の
舟
に
乗
っ
て
天
上
と
地
上
を
往
還
す

る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
弁
玉
は
走
行
速
度
と
走
行
音
と
い
っ
た
汽
車
の
特
徴
を
的
確
に
捉
え
て
、
こ
れ
を
雷
神
が
乗
る
と
い
う
『
天
の
鳥
船
』
に

見
立
て
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。」

（
16
）　『
茂
吉
秀
歌
　『
白
桃
』
か
ら
『
の
ぼ
り
路
』
ま
で
百
首
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
八
五
年
。
講
談
社
学
術
文
庫
に
も
収
録
）


